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本書では，「HI7000/4 シリーズ ユーザーズマニュアル(RJJ10B0063-0700)」の発行後に生じた仕様変更およ
びマニュアル訂正内容を説明します。 
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1. ダイレクト割込みハンドラ復帰用カーネル予約ベクタ(HI7000/4
のみ) 

1.1 概要 

従来は，ダイレクト割込みハンドラからの復帰用に，ベクタ 25 および 26 を使用していました。V.2.02 
Release 05 以降では，新たにベクタ 62 および 63 を選択可能になりました。これは，今後の新しいマイコン
ではベクタ 25, 26 に新たな割込み要因が割り当てられる可能性があるためです。 

【マニュアル関連個所】「4.4.2 予約トラップ(HI7000/4 のみ)」 

これに伴って，以下の仕様が変更されています。 

 

1.2 def_inh, idef_inh, def_exc, idef_exc, vdef_trp, ivdef_trp サービスコール 

従来はベクタ 25, 26 の指定は E_PAR エラーとしていましたが，V.2.02 Release 05 では正常処理するよう
に変更されました。 

【マニュアル関連個所】「3.20.1 割込みハンドラの定義(def_inh, idef_inh)」 

「3.22.1 CPU 例外ハンドラの定義(def_exc, idef_exc)」 

「3.22.1 CPU 例外(TRAPA 命令例外)ハンドラの定義(vdef_trp, ivdef_trp)」 

 

1.3 コンフィギュレータ 

従来はベクタ 25, 26 は予約扱いであり，割込みハンドラを定義できませんでしたが，V.2.02 Release 05 以
降では定義できるようになりました。 

 

1.4 ダイレクト割込みハンドラの記述方法 

従来は，カーネル割込みマスクレベル以下の割込みについては，#pragma interrupt の”tn=”指定に 25 また
は 26 を指定する必要がありました。V.2.02 Release 05 以降では，25, 26 の代わりに，それぞれ
"TRAP_RET_INT_BANK", "TRAP_RET_INT"を指定してください。これらは，新たに kernel.h に定義されたマ
クロです。 

【マニュアル関連個所】「4.8.2 ダイレクト割込みハンドラ(HI7000/4)」 
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1.5 カーネル予約ベクタの選択 

カーネル予約ベクタは，ダイレクト割込みハンドラ，および kernel_def.c に対するコンパイルオプション
"-def=NEW_RET_INT"の有無によって切り替えることができます。 

 

-def=NEW_RET_INT 項目 

指定あり 指定なし 

ダイレクト割込みハンドラからの復帰用のベクタ番号 62 および 63 25 および 26 

TRAP_RET_INT_BANK の定義値 62 25 

TRAP_RET_INT の定義値 63 26 

 

1.6 SH-2Aマイコン使用時の注意 

下記のいずれかの SH-2A または SH2A-FPU マイコンを使用する場合，カーネル予約ベクタを 62 および
63 とする必要があります。 

 ベクタ 20～31 に割込み要因が割り当てられているマイコン 
 SH7250 シリーズなどの SH725xx 

 

 

2. ベクタ 20～31 に対するVTA_REGBANK属性(HI7000/4 のみ) 
従来は，VTA_REGBANK 属性を指定可能なベクタは，14 および 64 以上でした。 

V.2.02 Release 05 以降では，これに加えてベクタ 20～31 にも VTA_REGBANK 属性を指定できるようにな
りました。 

 

 

3. ラージメモリプール機能 
「HI7000/4, HI7700/4, HI7750/4, HI7200/MP ラージメモリプール」(R20UT0476JJ0200, Rev.2.00)を参照してく
ださい。 
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4. コンフィギュレータで設定する各種領域サイズについて 
本章では，コンフィギュレータで設定する以下の領域サイズについて，説明します。 

 (1)CFG_TSKSTKSZ：ダイナミックスタック領域のトータルサイズ 

 (2)CFG_DTQSZ：データキュー領域のトータルサイズ 

 (3)CFG_MBFSZ：メッセージバッファ領域のトータルサイズ 

 (4)CFG_MPFSZ：固定長メモリプール領域のトータルサイズ 

 (5)CFG_MPLSZ：可変長メモリプール領域のトータルサイズ 

 

4.1 CFG_TSKSTKSZ：ダイナミックスタック領域のトータルサイズ 

CFG_TSKSTKSZ には，次式で算出される値以上を指定してください。これより少ない場合，タスクの生成
に失敗する場合があります。 

  Σ(stksz + 16) + 28 

(1) コンフィギュレータによって生成したタスクの場合 

[タスクの生成]ダイアログボックスの[スタックサイズ] エディットボックスに指定した値を「stksz」として
計算してください。 

ただし，[アドレスを指定]ラジオボタンを選択した場合は，計算の対象外です。 

(2) cre_tsk, icre_tsk, acre_tsk, iacre_tsk サービスコールによって生成したタスクの場合 

T_CTSK.stksz に指定した値を「stksz」として計算してください。 

ただし，T_CTSK.stk に NULL 以外を指定した場合は，計算の対象外です。 

 

4.2 CFG_DTQSZ：データキュー領域のトータルサイズ 

CFG_DTQSZ には，次式で算出される値以上を指定してください。これより少ない場合，データキューの
生成に失敗する場合があります。 

  Σ(dtqcnt×4 + 16) + 28 

(1) コンフィギュレータによって生成したデータキューの場合 

[データキューの生成]ダイアログボックスの[データ数]エディットボックスに指定した値を「dtqcnt」とし
て計算してください。 

ただし，[データ数]に 0 を指定した場合は，計算の対象外です。 

(2) cre_dtq, icre_dtq, acre_dtq, iacre_dtq サービスコールによって生成したデータキューの場合 

T_CDTQ.dtqcnt に指定した値を「dtqcnt」として計算してください。 

ただし，T_CDTQ.dtqcnt に 0 を指定した場合は，計算の対象外です。 

 

 



HI7000/4 シリーズ 補足説明書 

R20UT0478JJ0102  Rev.1.02  Page 5 of 10 

2012.04.01  

4.3 CFG_MBFSZ：メッセージバッファ領域のトータルサイズ 

CFG_MBFSZ には，次式で算出される値以上を指定してください。これより少ない場合，メッセージバッ
ファの生成に失敗する場合があります。 

  Σ(mbfsz + 16) + 28 

(1) コンフィギュレータによって生成したメッセージバッファの場合 

[メッセージバッファの生成]ダイアログボックスの[サイズ]エディットボックスに指定した値を「mbfsz」と
して計算してください。 

ただし，[サイズ]に 0 を指定した場合は，計算の対象外です。 

(2) cre_mbf, icre_mbf, acre_mbf, iacre_mbf サービスコールによって生成したメッセージバッファの場合 

T_CMBF.mbfsz に指定した値を「mbfsz」として計算してください。 

ただし，T_CMBF.mbfsz に 0 を指定した場合は，計算の対象外です。 

 

4.4 CFG_MPFSZ：固定長メモリプール領域のトータルサイズ 

CFG_MPFSZ には，次式で算出される値以上を指定してください。これより少ない場合，固定長メモリプー
ルの生成に失敗する場合があります。 

  Σ(blksz×blkcnt + 16) + 28 

(1) コンフィギュレータによって生成した固定長メモリプールの場合 

[固定長メモリプールの生成]ダイアログボックスの[ブロックサイズ]エディットボックスに指定した値を
「blksz」として， [獲得可能数]エディットボックスに指定した値を「blkcnt」として計算してください。 

ただし，[アドレスを指定]ラジオボタンを選択した場合は，計算の対象外です。 

(2) cre_mpf, icre_mpf, acre_mpf, iacre_mpf サービスコールによって生成した固定長メモリプールの場合 

T_CMPF.blksz に指定した値を「blksz」として，T_CMPF.blkcnt に指定した値を「blkcnt」として計算してく
ださい。 

ただし，T_CMPF.mpf に NULL 以外を指定した場合は，計算の対象外です。 

 

4.5 CFG_MPLSZ：可変長メモリプール領域のトータルサイズ 

CFG_MLSZ には，次式で算出される値以上を指定してください。これより少ない場合，可変長メモリプー
ルの生成に失敗する場合があります。 

  Σ(mplsz + 16) + 28 

(1) コンフィギュレータによって生成した可変長メモリプールの場合 

[可変長メモリプールの生成]ダイアログボックスの[サイズ]エディットボックスに指定した値を「mplsz」と
して計算してください。 

ただし，[アドレスを指定]ラジオボタンを選択した場合は，計算の対象外です。 

(2) cre_mpl, icre_mpl, acre_mpl, iacre_mpl サービスコールによって生成した可変長メモリプールの場合 

T_CMPL.mplsz に指定した値を「mplsz」として計算してください。 

ただし，T_CMPL.mpl に NULL 以外を指定した場合は，計算の対象外です。 
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5. マニュアル訂正 
本章では，HI7000/4 シリーズユーザーズマニュアル(RJJ10B0063-0700)の訂正内容を示します。 

 

5.1 「2.3 処理の単位と優先順位」 

該当箇所：P.6 

 

訂正内容 

以下の説明を追加します。 

 

タスクからサービスコールを呼び出した場合，そのサービスコール処理が完了するまでは，すべてのタス

クは実行されません。 

 

5.2 「2.4.1 タスクコンテキストと非タスクコンテキスト」 

該当箇所：P.7 の表 2.1 の下の本文 

 

訂正内容 

以下に訂正します。 

非タスクコンテキストで実行される処理には，以下があります。 

  ・割込みハンドラ 

  ・タイムイベントハンドラ（周期ハンドラ，アラームハンドラ，オーバーランハンドラ） 

  ・chg_ims サービスコールで割込みマスクを 0 以外に変更して実行する部分 

また，これらの状態から起動される拡張サービスコールルーチンも，非タスクコンテキストで実行されま

す。 

なお，CPU 例外ハンドラは例外発生前と同じコンテキストで実行されます。 

 

5.3 「3.10.3 メールボックスへの送信」 

該当箇所：P.128 のエラーコード欄 

 

訂正内容 

E_ID の説明を，以下に訂正します。 

 

E_ID  [p]  不正 ID 番号（mbxid≦0, mbxid＞CFG_MAXMBXID） 
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5.4 「3.14.1 可変長メモリプールの生成」 

該当箇所：P.160 のエラーコード欄 

 

訂正内容 

E_PAR の説明に，以下を追加します。 

 

pk_cmpl->minblksz が 4 の倍数以外 

 

5.5 「3.20.2 割込みマスクの変更」 

該当箇所：P.211 のエラーコード欄 

 

訂正内容 

以下を追加します。 

 

E_CTX  [k]  コンテキストエラー（許可されていないシステム状態からの呼び出し） 

 

5.6 「3.26.1 キャッシュの初期化」 

該当箇所：P.245 の表 3.53 の"TCAC_IC_WPD" 

 

訂正内容 

以下に訂正します。 
 

属性 値 意味 CCR, RAMCR 設定 

TCAC_IC_WPD H'00200000 命令キャッシュのウェイ予測を行わない。

指定しない場合はウェイ予測を行う。 
指定時：RAMCR.ICWPD=1 

非指定時：RAMCR.ICWPD=0 

 

5.7 「図 4.4 通常の割込みハンドラのC 言語記述例」 

該当箇所：P.270 図 4.4 

 

訂正内容 

以下に訂正します。 

#include "kernel.h" 

#pragma noregsave(Inh) 

 

 

void Inh(void) 

{ 

/* 割込みハンドラの処理 */ 

} 

 

←SH-2A, SH2A-FPU でレジスタバンクを使用する割込みの場合のみ， 

レジスタを保証する必要はないので，#pragma noregsave を指定するこ

とができます。 

←割込みハンドラは，void 型の関数として記述します。 
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5.8 「表 4.9 通常の割込みハンドラのレジスタ使用規約(HI7000/4)」 

該当箇所：P.271 表 4.9 の注 4 

 

訂正内容 

以下に訂正します。 

SH-2A または SH2A-FPU において，レジスタバンクを使用する割込みの場合のみ不要です。 

 

5.9 「CPU例外ハンドラ起動時のスタックの状態」 

該当箇所 

P.286～P.287 4.9 CPU 例外ハンドラ (3) CPU 例外ハンドラ起動時のスタックの状態 

 

訂正内容 

以下に訂正します。 

(3) CPU 例外ハンドラ起動時のスタックの状態 

CPU 例外が発生すると，カーネルはスタックに各種レジスタを保存した後，CPU 例外ハンドラを起動しま

す。CPU 例外ハンドラ終了時には，カーネルはこれらのレジスタをスタックから復帰します。 

 

(a) HI7000/4 

スタックポインタ(R15)→ 例外発生時のR0 0

例外発生時のR1 +4

例外発生時のR2 +8

例外発生時のR3 +12

例外発生時のR4 +16

例外発生時のR5 +20

例外発生時のR6 +24

例外発生時のR7 +28

例外発生時のPR +32

例外発生時のPC +36

例外発生時のSR +40

CPU例外発生前のスタックポインタ→ 例外発生前のスタック +44  

 

(b) HI7700/4 

スタックポインタ(R15)→ 例外発生時のR0_BANK0 0

例外発生時のR1_BANK0 +4

例外発生時のR2_BANK0 +8

例外発生時のR3_BANK0 +12

例外発生時のR4_BANK0 +16

例外発生時のR5_BANK0 +20

例外発生時のR6_BANK0 +24

例外発生時のR7_BANK0 +28

例外発生時のPR +32

例外発生時のPC(SPC) +36

例外発生時のSR(SSR) +40

CPU例外発生前のスタックポインタ→ 例外発生前のスタック +44  
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(c) HI7750/4 

スタックポインタ(R15)→ 例外発生時のR0_BANK0 0

例外発生時のR1_BANK0 +4

例外発生時のR2_BANK0 +8

例外発生時のR3_BANK0 +12

例外発生時のR4_BANK0 +16

例外発生時のR5_BANK0 +20

例外発生時のR6_BANK0 +24

例外発生時のR7_BANK0 +28

例外発生時のPR +32

例外発生時のFPSCR +36

例外発生時のPC(SPC) +40

例外発生時のSR(SSR) +44

CPU例外発生前のスタックポインタ→ 例外発生前のスタック +48  
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/inquiry


 

 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 

ページ ポイント 

1.00 2011.01.15 － 初版発行 

1.01 2011.10.14 3 「ラージメモリプール機能」を追記 

  6 マニュアル訂正「3.10.3 メールボックスへの送信」を追記 

  7 マニュアル訂正「3.14.1 可変長メモリプールの生成」を追記 

  7 マニュアル訂正「3.20.2 割込みマスクの変更」を追記 

  7 マニュアル訂正「3.26.1 キャッシュの初期化」を追記 

1.02 2012.04.01 4 「コンフィギュレータで設定する各種領域サイズについて」を追記 
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